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  ～みんなの感想から③～  

差別について 

○この授業を通し、周りと交流したことで、この人はこういう考え方を持っていて、こんな性

格なのかという発見があったり、改めて差別はいけないことだなと感じました。未だに人種

差別、最近は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの差別がありますが、どこの国でもこういった新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽは発生

する可能性があるわけで、コロナに感染してしまった人を批判する人も同様、どうしてそん

なに人って他人のちがうところを見つけては差別したがるのか気になりました。差別されて

いる側も好きでこんなことになったのではないのに、そんなことを言われたら暗くなってし

まうと思います。私はそんな人を見かけたら優しく接し、その人を支えるような一言を言え

るようになりたいです。共存するのって難しいことだけれど、自分の視野を広げることがで

きたらそのように感じることはなくなると思います。人の気持ちはその人にしかわからない

けれど、できるだけ寄り添って、人の手助けになるような行動を心がけたいです。 

 

○「みんなちがってみんないい」ってよく聞くけど、毎回いいなと思います。私は最近好きに

なる芸能人が性別の問題を抱えている人が多くて、その人達の過去を聞いていると、みんな、

本当の自分を出せない、みんなにおかしいと言われる、と全員が言っていて、道徳の授業や

ＳＤＧｓなどあるのに、まだこの世界はそんなもんなのか、と思っています。でも、私はそ

んな人間にはなりたくない、ととても思うので、これから先、そういう人に会っても、みん

なと同じように接するようにしようと心に決めています。このクラスのわかばに行く人たち

とはまだ話したことがないけれど、何かあったら協力できる自分でいようと思います。自分

の考えは、よく人に「えっ？」と言われたり「独特だね」と言われることが多いです。でも、

そんな自分の好みや考えをしっかりと認めてくれるというか、「へ～、そうなんや！いいや

ん」と言ってくれる友達がいるので、私もその友達のようになれるようにしていきます。 

 

○肌の色が違うだけでなぜ差別するのか疑問に感じました。差別やいじめなどに目を向けると、

人間のおろかさが見えてくると思いました。違いは、自分では変えられないので、まわりの

人の見方を変えなければ、不安や心配はなくならないと思いました。 

 

○アメリカでは黒人が亡くなってしまう事件などがあるので、差別はまだある。 
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○誰かがみんなとは違っていてもちゃんとその人と向き合いたいと思った。人の個性や性格を

ばかにするのはいけないなと思った。何か困っていることがあったら助けてあげたい。もし

自分がその人の立場で何か差別されたらとても嫌な気持ちになるので、差別は絶対にしない

と思った。○○さんが来たら、わからないところを教えたり勉強の手助けをしたいと思った。 

 

○それぞれの個性があり、その一つひとつの個性を大切にしていきたいと思いました。その個

性をバカにしたり、けなしあったりするのは冗談でもよくないし、相手の人が嫌がっている

ことをしてはいけないと思いました。 

 

 

手紙について 

〇今日の学習で一番心に残ったのは、わかばの仲間、その保護者の方からのお手紙です。一人

ひとりが個性、長所と短所を持っていて、一人ひとり大切にされていることがとても伝わっ

てきて、なんかジーンってしました。わかばに通う人たちにはそれぞれ苦手なことがあり、

それに対して一生懸命努力していると分かったのです。それが私にサポートできるのかは分

からないし、おせっかいになるかもしれません。それでも誰かの大切な家族で同じ２－〇の

仲間ということを意識し、自分にできることをしていきたいです。 

 

〇◇◇さんと◇◇さんのお母さんの話を聞いて、私は最初◇◇さんの第一印象は明るくて、持

病なんか持っている人のように見えませんでした。だけど、お話を聞いて、人は見た目だけ

で判断してはいけないと思いました。もし、このまま話を聞かずに過ごしてしまっていたら、

◇◇さんの異変に気づかないかもしれないので、今日お話を聞けてよかったです。 

 

○わかば学級に行っている人の紹介やその保護者の文章を聴いて、知らなかったことや気づい

たことがたくさんありました。だから、１年の時に達成したくてもできなかった、わかばの

友達をつくりたいな、つくろうと改めて思いました。そして、それぞれの人の個性を認める

大切さも改めて分かりました。差別をしてはいけないとちゃんとわかっているので、仲良く

過ごせればいいなと思った。思うだけでなく、それを行動に移して協力し合うというのも目

標にしてがんばりたいなと思いました。わかばの話に戻すと、本当にわかばに行く本人の文

章では実際に自分もそうだなと共感できたことがいくつもありました。そのいくつもできた

共感で、この１年を仲良く楽しく、本音を言い合えるような仲になれるように頑張りたいで

す。例えば裁縫など、全くではないがそれに近いほど不器用なので、そんなささいなことで

も話したいなと思えました。 

 

わからないとき 

○自分がわからないところがある時、まわりの人にわからないと言えるようになれたらいいな

と思いました。 



○わかばに行ってる子とも仲良くなりたいし、自分も、わかばに行っている子のように、ゆっ

くりでもコツコツと勉強などをして頑張ろうかなと思いました。わかばの先生が教室に教え

に来てくれた時は、分からなかったら「教えてください！」などの一声をかければいいこと

がわかりました。わかばに行っている人も言っていない人も同じ「人」だから変だなとは思

えないです。一人ひとりのちがいも大切だと思うし、自分のことを分かってもらうことも大

切かなと思いました。学校に来るのが難しい子でも、週に１回は来てくれていることが、ク

ラスのみんなが嬉しそうでよかったです。私はこの授業をしてとても良かったと思いました。

これからは個性を認め合い、がんばりたいと思いました。 

 

 

話しかけたい 

○改めて一人ひとりには個性があり、みんな違うということが分かりました。わかばはどんな

所なのかも分かりました。わかばで学習する子の理由や、性格、好きなことが知れて良かっ

たと思います。カエルの話ではクラス一人ひとりの意見も知れて良かったです。意見が違う

ので、みんなの個性を知れました。○○さんは小学校の時話したことがあるけれど、中学校

に入ってからは関わりがあまりなく、話せていなかったけれど、中２は同じクラスなので、

また話してみたいと思います。◇◇さんは自分から話しかけられないと言っていて、私は話

しかけることが得意なので、休み時間などに話しかけたいと思います。◇◇さんだけでなく、

休み時間、一人になってしまっている子にも話しかけたいと思います。 

 

○わかばの人を特別扱いするのではなくて、普通にいつも通り接することが一番自分も楽だし

相手もそうだと思うので、僕は自分から話すことができるので自分からもっともっと声かけ

をしてみんなが過ごしやすくてあたたかいクラスにしたいです。 

 

○この学年の目標「ありのままの自分を出せる学年」は学年だけでなく社会とか、これからの

ことにつながると思います。去年のクラスにもわかばに行っている人がいたけど、わかばだ

からどうとかそんなんはなかったし、わかばに行ってる人は教室に入りやすいと言っていた

のでよかったと思います。このクラスの○○さんのことは顔も知らないし、しゃべったこと

もないのでよくわからないけど、ゲームが好きとか、そういうことはわかったので、僕は知

らない人に話すのは苦手じゃないのでまた機会があれば話そうと思いました。やっぱり学校

にはいろんな人がいて、その人たちと関わることでコミュニケーション能力が高くなったり、

人との接し方がわかるんだと思いました。 

 

○一人ひとり、クラスの全員が特別なんだなと改めて感じました。好きなこと、キライなこと、

得意なこと、苦手なこと、みんなちがって一つひとつの個性を持っているんだと思いました。

わかば学級の人たちは少し手伝いをしてもらっているだけでそれは特別なんかじゃない、個

性なんだと私は感じます。一人では絶対に何かをするということはできないからクラス全員



で支え合っていけたらいいなと思います。そのために、クラスの人たちのことをもっと知ら

なきゃいけないと思うので、話したことのない人でも勇気を出して話しかけてみたいと思い

ました。 

 

 

個性について ～パート２～ 

○一人ひとりの個性がとても大切だとこの授業で学んだ。自分はずっと人に流されて、服もみ

んなが着てるやつ、ペンもみんなが使ってるやつ、自分で決断することがなかなかできなか

ったけど、この授業で個性もちょっとぐらいあっていいと考えました。人には合わせず、自

分が考えたこと、自分が好きなことを貫いて、自分にしかないものをつくりたいと思いまし

た。また、自分は人と少し違うところがある人を今までずっと避けてきたところがありまし

た。でも今日の２人の話を聴いて、２人には２人しかないものがあるし、意外と気が合うし、

新たな発見ばかりがありました。個性を大切に、自分だけの人生を送っていきたいです。 

 

○この授業で感じたことは、個性は自分自身の長所でもあり、短所でもあるということです。

なのでクラスみんなの個性を大切にしてくということは、その人の長所・短所もみんなで支

え合って助け合っていくということなんだと考えました。そして、わかば学級に行っている

○○さん、◇◇さんは人一倍努力していて、優しくて、でも時には困ってしまうこともあっ

て、そんな２人を支えていくのも○組みんなでやっていくこと。それで、時には２人に助け

らたりもして、みんなで助け合って頑張っていこうと思います。 

 

○一人ひとりが違うからこそ、その人なりの考え方があって、ぶつかってしまうことがあるか

もしれないけど、そこで知らないふりをするんじゃなくて、そういう考え方もあるんだなあ

と、相手のことを考えることが大事ということを改めて考えることができました。 

 

○一人ひとりちがう個性を持っていて、その人に対する接し方によって相手の気持ち・行動が

変化することがわかった。このことをいかしてこれからは気をつけていこうと思いました。 

 

○自分はどちらかというと、ありのままの自分を出せている方なので、ありのままの自分が出

せない人もいるということを頭に置きながら生活したいと思いました。○○さんとは、１年

生のとき同じクラスで、ほんの少ししか話せなかったけれど、その時に○○さんがとても笑

顔で話してくれたのがとてもうれしかったから、今年も同じクラスになれたし、たくさん話

せるようにしたいです。◇◇さんも来た時にはあいさつぐらいでもできるようにしたいと思

いました。私は最近になって、ありのままの自分というものを見つけたので、まだ見つけら

れていない人がいたら、その人が見つけられるように少しでも手助けできるようにしたいと

思いました。（自分は（１年の時の）○組の時に周りの人のおかげで見つけられたから。） 

 


